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【北海道常呂川】ミズから命を守る「川の防災学習会」を実施

 北海道開発局網走開発建設部では、常呂川に近接する北見市立
小泉小学校において「川の防災学習会」を実施しました。

 同校では平成20年度より河川環境や地域への理解を深めるため
4～6学年の3ヵ年1サイクルとした
「防災・環境教育活動プログラム」
を作成・実施し、川での体験活動を
取り入れた「生きる力」を養う学習
会を行っています。

 学習会では、夏の台風による洪水の写真などから被害の大きさ
を確認し、5学年では学区内のハザードマップを作成。6学年で
は実際の避難を想定した図上訓練を行いました。

◆常呂川では、大規模な氾濫の発生に備え、減災のための目標を共有し、ハード対策とソフト対策を一体的、計画的に推進する
「水防災意識社会」の再構築に取り組んでいます。（参考）網走開建HP：http://www.ab.hkd.mlit.go.jp/kasen/gennsai/index.html

自然災害から命を守るためには幼少期からの防災教育が重要であり、災害対応の実務を担う網走開発建設部では、学校教育現場
における防災教育の支援を行っています。

【学習会概要】
開催校 北見市立小泉小学校

（全校児童 599名）
5学年(マイ・ハザードマップ作成)
開催日：平成28年11月8日（火）
対 象：5学年 108名

6学年(災害図上訓練(DIG))
開催日：平成28年11月7日（月）
対 象：6学年 94名

学習会の様子

児童らが自宅周辺の危険箇所を確認し
回避した避難ルートを検討（6学年）

模型実験で災害時の
理解をサポート（5学年）

（自ら・水から）
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◆平成28年8月の大雨により、音更町市街地を貫流する音更川では音更水位観測所にて戦後最大である昭和56
年8月洪水を上回り、既往最大の水位を記録しました。多くの児童が音更川の増水状況を経験した木野東小学
校において音更町の協力を得ながら防災教育を実施しました。

実 施 日：平成28年11月1日（火）
対 象 校：音更町立木野東小学校 第４学年（児童数１２５人）
主 催：音更町（総務部 情報・防災課）
協力機関：北海道地域(とかち)防災マスター、警察、北海道開発局 帯広開発建設部 治水課・帯広河川事務所
目 的：【自助】洪水時の避難先までのルート確認し、非常時に備える。

【公助】避難ルートを歩いたときに感じた危険な箇所など聞き取り、避難路の安全向上に努める。
実施内容：避難所（下音更中学校）までの避難ルートを実際に歩きましょう！

「避難に資する情報について、自らが知ったときにとるべき行動」、「普段見慣れた風景でも
大雨時は危険な箇所が潜んでいること」を実際に避難路を歩きながら学びました。

音更町防災ハザードマップを説明する音更町職員 避難路途中の危険箇所を説明する防災マスター

児童ら自らが実際に避難路を歩き防災について学びました
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【北海道】天塩川上流の減災に関する取組の実施状況

■天塩川上流減災対策委員会において策定した、減災に関する取組方針の「概ね5年で実施する取組」に基づき、天塩
■川上流水防学習会を和寒町立和寒小学校にて実施し自主防災意識の向上を図った。
■より効果的な学習会となるように流域市町村と連携して今後も継続的に実施。

小・中学生を対象とした防災教育を実施

・目 的 ：大雨等に伴う災害の危険を理解すると共に、災害時の状況を体
感することで、自主的な避難行動に結びつける

・主 催 ：和寒町，名寄河川事務所
・協 力 ：旭川地方気象台、 (独)土木研究所寒地土木研究所道北支所
・実施日 ：平成28年9月9日
・実施箇所：和寒町立和寒小学校
・参加者 ：4年生 28名、5年生 23名、父兄3名、教員 4名
・実施内容：（学習会）

「大雨が降ったら、みんなどうする。」
｢急な大雨・雷・竜巻から身を守ろう｣
（体験学習）
「降雨体験」「流水体験」「地下浸水体験」「川の模型実験」

降雨体験 地下浸水体験 川の模型実験

【アンケート結果の抜粋】
・災害から身を守るには、すぐに安全な場所に避難する必要があることを学んだ。テレビやラジオなど大雨の情報を知る方法がわかったの
で、気象情報に気を付けて見るようにする。
・体験学習は児童が積極的に参加し、水害の危険性を学ぶことができ貴重な体験ができた。また、学習会についても和寒町にあわせた資
料となっておりとてもわかりやすく学べた。

学習会実施状況

4



小学生を対象とした防災教育の実施

◆北海道開発局釧路開発建設部では、釧路川流域に位置する標茶
町立標茶小学校で、出前授業による防災教育を実施しました。

◆平成28年8月の大雨で、標茶町では一部で避難勧告が発令され
ました。

◆出前授業では、命を守る行動について学習するため、「大雨が
ふったときにとるべき行動」について班ごとに意見を出しても
らいました。児童からは、「日ごろから非常持ち出し品を用意
する」「冷静に行動する」「川に近づかない」などの意見があ
がりました。

◆釧路川では、氾濫が発生することを前提として社会全体で洪水に備える「水防災意識社会」の再構築に取り組んでいます。

（参考）釧路開建HP：http://www.ks.hkd.mlit.go.jp/kasen/mizubousai/index.html

自然災害から命を守るためには幼少期からの防災教育が重要であり、災害対応の実務を担う釧路開発建設部では、学校教育現場
における防災教育の支援を行っています。

出前授業に参加した
標茶小学校のみなさん

防災教育の概要
◆実施日：平成28年9月23日（金）
◆場 所：標茶町立標茶小学校
◆対 象：６年生児童（５７名）

標茶小学校での防災教育の様子
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小中学生向けの防災教育を実施して、水防災の意識を低年齢層から浸透させていきます。
⇒６/７に常総市玉小学校５，６年生４１名を対象とし、若宮戸工事現場見学会、洪水時に気をつけ
ることを説明
⇒６/３０に結城市絹川小学校４年生４３名を対象とし、洪水時に気をつけることを説明
⇒７/６に常総市石下中学校２年生１２６名を対象とし、防災、減災に関する教育を実施
⇒９/１（予定）に常総市の小中学校で防災に関する授業を実施予定

防災教育の実施（小中学生向け）

常総市玉小学校

資料－４

常総市石下中学校
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○防災ゲーム「クロスロード」
二者択一の設問にYesまたはNoの決断をし、グループディスカッションを行った。

「みんなで学ぼう！水防災」をテーマに水防災に関するシンポジウムを開催（H28.12.17）会場：茨城県常陸太田市

○昭和６１年８月久慈川・那珂川大洪水から３０年が経過したことを受け、当時の被害の様子を振り返るとともに、水防災への
理解を深めていただくことを目的に、クイズ形式による講座、体験型防災ゲーム、パネル展、降雨体験車を展示し、参加者に
楽しみながら学んでいただく「水防災に関するシンポジウム」を開催。

○常陸太田市及び近隣市町より、子供から大人までの幅広い年齢層の方々、約１００名に参加いただいた。

30年前の大洪水を振り返る

水防災講座

減災対策協議会の取組を紹介

パネル展

○久慈川・那珂川の大規模水害に対し、「逃げ遅れゼロ」を目指すためには、
国・県から説明したハード対策（第1のツール）、ソフト対策（第２のツール）に
加え、自分自身が災害への構えを日頃から持っていくこと（第３のツール）が必要で
あることを学んでいただいた。

決断した意見についてグループで議論

Yes Noカードを用いて意思表示実際に出題した問題

豪雨を体験

降雨体験車

参加者
コメント

・いざという時のために日頃から家族
や地域の方々と話し合う必要があると
感じました。
・小学生からお年寄りまでいろいろな
立場の方と意見交換ができてよかった。
子どもにとってはとても良い経験と
なった。

■防災教育や防災知識の普及 【常陸河川国道事務所】
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安倍川治水の歴史副読本による水防災教育

・ 安倍川治水の歴史を学び防災意識を育んでいただくため、小学生用の副読本

「徳川家康公と安倍川物語」（静岡河川事務所職員が執筆）を作製し、静岡市教育

委員会を通じて沿川小学校へ寄贈。

・ 新聞報道や副読本を読んだ教育関係者及び経済界などからの多数の問合せが

あり、地域からの要請を受けて、各地で『河川防災講座』を実施中。

■歴史副読本の寄贈と河川防災講座

・ 一般企業と連携し、副読本「徳川家康

公と安倍川物語」が、企業情報誌に形

を変えて、「水の日」である８月１日に、

全国の関連企業4,000社に配付。

・ 今回の企業情報誌が、企業向けの水

害教育にも活用が期待されている。

■歴史副読本が企業向け水害
教育にも活用

河川防災講座の様子（H28.6.23  高齢者学級 みのり大学）

副読本を下に、郷土の歴史を学んだ児童たち

副読本の贈呈式の様子（H28.5.18）

河川防災講座の様子（H28.6.29  静岡市立井宮小学校）
8



9



最優秀賞 東郷小5年 浅田 美緒
優秀賞 豊小5年 林田 ひなた
同 上 春江小5年 西畑 勝人
特別賞2名・入選12名・奨励賞23名

第３回 わが家のぼうさいコンテストを開催!

最優秀作品

福井県内の小学生を対象として、地域の危険な場所や避難場所を
盛り込んだ「防災マップ」の作成に取り組んでもらいました。
なお昨年に引き続き、参加者数の増加に向け主催者である「ふく
いの水防災を考える会」等の連携の他、今回は『九頭竜川・北川減
災対策協議会』の取組みとしても進めた結果、新たに6校からの応募
により295点もの応募（昨年の1.7倍）があり、本人をはじめ協力し
たご家族や地域の方々の防災意識を高めることに寄与しました。
（一昨年度95点、昨年度178点）
応募対象：福井県内の小学生
募集期間：平成28年7月1日(金)～

平成28年9月8日(木)
審 査 会 ：平成28年9月16日(金)
表 彰 式 ：平成28年10月10日(月)
主 催 ：ふくいの水防災を考える会

ＮＨＫ福井放送局
福井新聞社

後 援：福井県教育委員会

受賞者（40名）【応募総数295点】

防災教室、実験コーナーでの体験学習、防災パネル展、
起震車体験、受賞作品のパネル展示
表彰式にあわせて、審査委員長（辻子先生） による防災教室

や福井地方気象台による実験コーナーでの体験学習、福井市に
よる防災パネル展や起震車体験、受賞作品のパネル展示などを
行いました。

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 福井河川国道事務所 調査第一課
〒918-8015 福井市花堂南2-14-7 TEL 0776-35-2661

同コンテストは、関係市町、県、国でつくる『九頭竜川・北川減災対策協議会』の「逃げ遅れをなくす的確な避難行動
のための主な取組」として、改めて水害に対しての減災・防災への意識を喚起！

防災講座
（辻子審査委員長）受賞作品パネル展

実験コーナー
（福井地方気象台）

表彰式の様子
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九州地方整備局

11

○川内川においては、自ら判断して避難することができる人材育成を目的とした水防災河川
学習を小学校において推進しており、平成２４年度からさつま町において「水防災河川学習
プログラム」を開発し、平成２６年度から町内の全小学校で教育課程に基づく授業を実施。
○平成２８年度からは薩摩川内市においても取組を拡大しており、本プログラムに基づき、平
成２８年９月から川内川沿川の小学校（８校）において試行授業を実施

東郷小：「台風と天気の変化」 育英小：「台風と天気の変化」

平佐西小：「流れる水のはたらき」

ビジョン取組事例（教育機関と連携した防災教育の拡大）
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九州地方整備局

○水防災意識社会再構築ビジョンの取組として、教員を目指す長崎大学教育学部学生に
対して防災講座を開始。今後、長崎地方気象台と連携して全４回シリーズで開催予定。
○学生に防災・減災に関する知見・知識等を身につけてもらうことで、教職に就いた際に、
自然災害から命を守る術を子供達に伝え育ててもらうことを目的に実施。

【学生の感想】

・「今後に向けて非常にためになる授業で、将来、教師
になって大きな災害に遭遇した時は、状況に応じて
対応しないといけないと感じた」
・「４月の熊本地震で自然災害の怖さが身に染みた。
子供たちがパニックにならないよう、冷静に避難させ
ることができる先生になりたい」

教員を志す大学２年生を対象に防災講座を開催

【講座内容】
＜第１回 H28.11.7＞
・「気象・地震情報について」
＜第２回＞
・「水防災について」 ・「火山防災について」
＜第３回＞
・「防災マップづくり（現場）」
＜第４回＞
・「成果発表」

※長崎河川国道事務所、雲仙復興事務所
長崎地方気象台と協力して実施

ビジョン取組事例（教員を目指す大学生への防災講座）
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九州地方整備局保護者、教員、子供が一体となった防災講座、訓練等を実施

（参加者からの感想）
・親子で勉強することで、お互いが理解できて良かった。
子供の目線は保護者と違って勉強になった。
・川の水位レベルを、テレビやネットで知ることが出来
ると知らなかった。帰って見てみたい。

会場の状況 各機関による防災講座

防災マップづくり PTAによる非常食作り・試食体験

出前講座のアンケート結果

○協議会の取組として、「大分市立戸次中学校のふれあいＰＴＡ」で、生徒、保護者、教員の約６００人と一緒に
防災講座を実施しました。（H28.11.27）

○協議会の構成員である大分市や大分地方気象台、国交省から防災に関する説明の後、ワークショップ形式による
通学路における防災マップづくりも実施しました。

○講座終了後には、学校、ＰＴＡによる生徒引渡し訓練や、非常食づくり・試食体験等が実施されました。
○参加者からの感想やアンケート結果等を踏まえて、今後の取組にも活用したいと考えています。
※出前講座の実施状況は、大分県教育委員会等のHPでも取り上げられました。

大分県教育委員会HPより
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【機密性２】

タイムライン
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○「水防災意識社会 再構築ビジョン」に基づく減災に関する取組方針のソフト対策に掲げているタイムラインを作成
するための検討を促進しています。

○本検討は平成２８年１月から開始し、これまで５回の検討会により各関係機関が執るべき防災行動項目、防災行
動実施のタイミング等を整理してきました。

○本訓練ではこれまで整理した内容に基づき、机上訓練を実施し、タイムライン運用上の課題や問題点などの抽出
を行いました。

水害タイムライン検証訓練 概要

目 的： 国、北海道、町、地域の関係機関が連携し、
沙流川平取地区の大規模水害に備えるタイム
ライン（事前防災行動計画）を策定すること
を目的とする。

実 施 日：平成28年11月28日（月）
実施場所：平取町中央公民館（平取町本町８８）
主 催：沙流川平取地区水害タイムライン検討会
参加機関：平取町、平取町自主防災組織、平取消防団、

日高西部消防組合、札幌方面門別警察署、平
取町社会福祉協議会、平取町民生委員児童委
員協議会、平取町国民健康保険病院、道南バ
ス株式会社、沙流土地改良区、平取建設協会、
北海道電力株式会社、東日本電信電話株式会
社、北海道日高振興局、北海道胆振総合振興
局、気象庁室蘭地方気象台、林野庁北海道森
林管理局日高北部森林管理署、陸上自衛隊、
室蘭開発建設部

参加人数：55人
訓練内容：水害タイムライン検証訓練

参加者の感想

【北海道】沙流川平取地区で水害タイムラインの検証訓練を実施しました。

訓練実施状況

検証訓練状況

気象情報の伝達（訓練開始） 町からの情報連絡

沙流川
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防災訓練：【尻別川】「避難勧告等に着目したタイムラインを活用した訓練」を
関係機関と連携し実施しました

◆小樽開発建設部では、尻別川における堤防の決壊や越水等に伴う氾濫に備え、尻別川減災対策委員会において策定
した「尻別川の減災に関する取組方針」に基づき、目標の一つ「大規模水害に備えた円滑かつ確実な避難行動のための
取組」として、タイムライン※を活用した訓練を関係機関と連携し実施しました。 訓練では、状況に応じた関係機関の防災
行動を確認し、情報伝達のタイミングや伝達方法を整理するなどして、タイムラインの精度向上・充実を図りました。

◆尻別川では、大規模水害に対し「迅速・確実な避難のための防災意識向上」、「社会経済被害の最小化」を目標とし、関係機関と連
携して、防災教育、防災講演会、防災訓練など「減災に関する取組」を関係住民を含め実施しています。
「尻別川の減災に関する取組方針」、取組事例については、小樽開発建設部ホームページに掲載しております。
（参考）小樽開建HP： http://www.ot.hkd.mlit.go.jp/kasen/suibou_vision.html

防災訓練の概要
◆実施日時：平成29年2月21日(火)13:30～15:30
◆場 所：蘭越町山村開発センター
◆参加者：蘭越町、後志総合振興局、小樽建設管理部、北海道札幌方面倶知安警察署、陸上自衛隊

北部方面対舟艇対戦車隊、札幌管区気象台、小樽開発建設部 計 7機関 24名

タイムラインを活用した防災訓練の様子 ※タイムラインとは、

災害の発生を前提に、防災関係機
関が連携して災害時に発生する状
況を予め想定し共有した上で、「い
つ」、「誰が」、「何をするか」に着目
して、防災行動（災害発生前に実施
する災害応急対策）とその実施主体
を時系列で整理したものです。

災害発生に備えた防災行動として、各関係機関が必要な情報は何か、その時期、入手方法、収集
・伝達手段の確認や避難のタイミングなどを話し合い活発な意見交換が行われました。

各機関が「いつ」「誰が」「何をす
るか」をタイムラインに追加整理

倶知安警察署、陸上自衛隊、
札幌管区気象台 訓練参加状況

蘭越町、後志総合振興局、
小樽建設管理部 訓練参加状況

16



【機密性２】
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住民説明の様子

○台風１３号から変わった温帯低気圧と前線の影響により、８日から９日にかけ、岩手、宮城両県の広い範囲で局地的に激し
い大雨を降らした。こ

○昨年の関東・東北豪雨で浸水被害が発生した宮城県大和町、大郷町、富谷町において、「鳴瀬川等の減災に係る取組方針
（鳴瀬川等大規模氾濫時の減災対策協議会 H28.7.5策定）」に基づき、住民避難への対応に備え、水位が上昇する前から、
各市町村と河川管理者の情報共有、情報交換を密に実施。洪水の切迫性について確認。

○平成27年9月の関東・東北豪雨で越水・溢水した箇所及び水防活動により越水を免れた直轄区間全ての箇所において、事
前に土のう設置を実施。

局地的な豪雨による水位の急激な上昇、予測される被害を早期に察知し、早い段階から「避難準備情報」を発令。
住民に早め早めの避難準備を呼びかけた。

避難行動に資する取組として、吉田川(大和町落合)で簡易アラート装
置の運用開始(H28.9.8)。大和町からの避難勧告等の情報を補うもの
として、大雨前に設置するとともに住民説明も行い、水位上昇時の住
民の自主的避難等を促した。

設置イメージ 断面図

昨年9.11豪雨で越水・溢水した箇所及び水防活動によ
り越水・溢水を免れた箇所において土のうを事前に設
置。
（具体例）竹林川での設置状況

減災対策協議会

鳴瀬川等大規模氾濫時の

※宮城県災害時気象資料
仙台管区気象台発表
引用

大和町落
合

位置図レーダー雨量（9月8日21時） 積算降水量（9月8日0時～9日9時） 簡易アラート及び土のう設置位置図（拡大図）

大衡観測所（●）
総雨量 127.0mm
時間最大雨量 36.0mm
仙台観測所（■） 嘉太神観測所（▲）
総雨量 132.5mm 総雨量 94.0mm
時間最大雨量 36.5mm 時間最大雨量

15.0mm

岩手県

江合川

北
上
川

旧
北
上
川

現地対応状況（土のう設置） 土のう設置箇所横断図

平成28年9月8日前線の影響による大雨に備えた事前対応
～｢鳴瀬川等大規模氾濫時の減災対策協議会｣の取組～

（mm）

鞍坪川

多田川

鳴瀬川

竹林川

吉田川

気象情報 位 置 図

竹林川（新田橋水位観測所）での水位、避難準備情報

Ｈ２７関東・東北豪雨越水・溢水箇所の事前対応 簡易アラートの運用開始（大和町落合）

30.0k

28.0k
27.0k

26.0k
竹林川

100mm/h～
～100mm/h
～50mm/h
～20mm/h
～10mm/h
～5mm/h
～1mm/h
0mm/h
欠測

■「避難準備情報」発令状況
・利府町 9/8 20:40 発表
・利府町 9/9   2:10 解除
・富谷町 9/8 21:30 発表
・富谷町 9/9   0:00 解除
・仙台市 9/8 21:40 発表
・仙台市 9/9   2:15 解除
・大郷町 9/8 22:30 発表
・大郷町 9/9   0:45 解除

はん濫危険水位(2.90m)

避難判断水位(2.30m)

はん濫注意水位(1.80m)

水防団待機水位(1.30m)
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09:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 00:00 01:00 02:00 03:00 04:00 05:00 06:00 07:00 08:00 09:00

雨
量
（ｍ
ｍ
）

水
位
（ｍ
）

新田橋水位観測所

雨量

実績水位

堤防高

計画高水位

はん濫危険水位

避難判断水位

はん濫注意水位

水防団待機水位

9月8日 9:00 ～ 9月9日 9:00

2.59m(9/8 22:00)
計画高水位（2.913m）

９日 ０：００

富谷町三ノ関地区

富谷町志戸田地区

避難準備情報解除

８日 ２１：２０

富谷町へホットライン

８日 ２１：３０

富谷町三ノ関地区

富谷町志戸田地区

避難準備情報発令

時間最大雨量

21:00 20mm

総雨量
114mm

８日 １６：４７

大雨・洪水警報発令

８日 １０：５１

大雨・洪水注意報発令

堤防高

※雨量グラフは｢難波雨量観測所｣のデータより作図

今回の最高水位 H=15.407m

土のう設置

堤防地盤高 H=16.600m
計画高水位 H.W.L=15.840m

竹林川 右岸2.5k

竹林川右岸2.5k
付近
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･
災害時の防災行動チェックリストで対応の漏れを防止

災害時の判断をサポート

マイ・タイムラインの検討の過程で…

マイ･タイムラインとは…

リスクを認識できる
・自分の家が浸水してしまう
・避難所まで遠い など

！

逃げるタイミングがわかる
・いつ逃げる？
・誰と逃げる？
・危険な場所をよけて逃げるには？

！ コミュニケーションの輪が
広がる
・検討会での意見交換などで、
知り合いになれる
・ご近所とのつながりが強く,太くなる

！

！

！

マイ・タイムラインができると…

準備は
大切だよね

そうだね

私の家では
非常食を
買ったよ

うんうん
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モデル地区の住民、常総市、警察署、消防署、茨城県、気象庁、国土交通省下館河川事務所に加え、
各分野の学識者で構成される『マイ・タイムライン検討会』を設置し、住民一人ひとりがそれぞれの
環境に合ったタイムラインを自ら検討する取り組みを進めています。

モデル地区
自分たちの住んでいる地区の洪水リスクを知る 今年度は、若宮戸地区、

根新田地区をモデル地区として、
検討会を進めます。

検討会の進め方

洪水時に得られる情報を知り、タイムラインの
考え方を知る

マイ・タイムラインの作成

・過去の洪水を知る
・地形の特徴を知る
・水害リスクを知る

・洪水時に得られる情報とその
読み解き方を知る
・タイムラインの考え方を知る
・洪水時の自らの行動を想定

・一人ひとりのタイムラインを作成

水害リスクを知る

若宮戸地区
マイ･タイムライン

検討会

根新田地区
マイ･タイムライン

検討会

学識者
・筑波大学システム情報系社会工学域

川島宏一 教授
・茨城大学人文学部人文コミュニケーション学科

地球変動適応科学研究機関
伊藤哲司 教授・機関長

・筑波大学院システム情報系構造エネルギー工学域
白川直樹 准教授

自分達の住んでいる
地区が浸水するかを
知りましょう。

いつ逃げ
はじめた
らいいの
かなあ？

これで、逃げる
タイミングが
わかったわ！国市

住民一人ひとりが
自分自身の行動を記入

時
間

常総市のモデル地区におけるマイ･タイムライン検討会

ステップ1

ステップ２

ステップ３
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常総市において第１回マイ・タイムライン検討会を実施しました。検討会では、参加者お一人お一
人に配布したマイ・タイムラインノートという教材に沿って、関係機関の解説を聞きつつ、自宅の位
置や家族の構成を書き込んでいただきました。今回はステップ１『自分たちの住んでいる地区の洪水
リスクを知る』として、過去の洪水・地形の特徴・水害リスクについて授業形式で実施しました。
○ 根新田地区 第１回 平成２８年１１月２０日 住民 ７３世帯 ８６名 参加
○ 若宮戸地区 第１回 平成２８年１１月２７日 住民 ７１世帯 ８０名 参加

常総市で第１回マイ・タイムライン検討会を実施

←マイ・タイムラインノート

↓マイ・タイムラインの抜粋

記入例
公共の
動き

記入の
ポイント

住民が
マイ・タイムラインを
記入する欄

ノートには「知る」「気づ
く」「考える」を記入する欄
があり、住民は関係機関
の解説を聞きながら、自
分自身の状況を記入し、
最後にマイ・タイムライン
を作ります。

会場の様子根新田 H28.11.20

解説の様子若宮戸 H28.11.27

解説を聞き、ノートに記入する様子
根新田 H28.11.20

解説を聞き、ノートに記入する様子
若宮戸 H28.11.27
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常総市 根新田地区においては第２，３回、若宮戸地区では第２回のマイ・タイムライン検討会を行い、住民一人ひ
とりがそれぞれの環境にあったタイムラインを完成させました。今回はステップ２『洪水時に得られる情報を知り、
タイムラインの考え方を知る』、ステップ３『マイ・タイムラインの作成』を実施しました。検討会では、グループ
討議やリーダー・代表者による発表を行い、自分一人では気が付かないことを参加者全員で共有しました。今回作成
したタイムラインは第１弾であり、今後、家族構成の変化や訓練、実際の洪水の体験を踏まえ、より現状にあったタ
イムラインへ更新を繰り返していきます。
○ 根新田地区 第２回 平成２９年 １月２９日 住民 ５１世帯 ６０名 参加

第３回 平成２９年 ２月１９日 住民 ４９世帯 ５９名 参加
○ 若宮戸地区 第２回 平成２９年 ２月 ５日 住民 ３８世帯 ４１名 参加

常総市で第２，３回マイ・タイムライン検討会を実施

グループの代表者による
タイムラインの発表
若宮戸 H29.2.5会場の様子根新田 H29.1.29 グループ討議の様子若宮戸 H29.2.5

住民が作成したタイムライン
若宮戸 H29.2.5

検討会の様子
根新田

H29.2.19

根新田地区においては、町内
会のタイムラインの発表があっ
た。 根新田 H29.2.19

グループ討議の結果をリーダー
が発表根新田 H29.1.29

情報共有

自治会の共助

情報共有

自分一人では
気が付かない
ことを共有

情報共
有：
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出水対応を確実とするためのタイムライン作業部会を開催

平成２７年９月に発生した関東・東北豪雨により大規模な浸水被害が発生したことを踏まえ、阿賀川において氾濫が発
生することを前提として地域全体で常に洪水に備える「水防災意識社会」を再構築することを目的として、「阿賀川大規
模氾濫に関する減災対策協議会」が設置され、平成２８年８月２９日に取組方針がとりまとめられました。
協議会では、氾濫流の流れが速く広範囲に被害が拡散する特性を踏まえ、出水対応を確実にするためのタイムラインの
整備、改善のための作業部会の設置について、決議がなされました。
これを受けて、９月７日（水）に第１回「タイムラインの整備・改善のための作業部会」が開催され、関係自治体及び
阿賀川河川事務所による意見交換が行われました。
今後、今年度中のタイムライン整備を目指すとともに、その後も必要に応じて本部会を活用しながら、より実践的なタ

イムラインの改善に努めていきます。

国土交通省 北陸地方整備局
阿賀川河川事務所

●日 時 ｜ 平成２８年９月７日（水）
１５：３０～１６：３０

●会 場 ｜ 阿賀川河川事務所 会議室
●出席者 ｜ 会津若松市、喜多方市、会津美里町、会津坂下町、湯川村、

阿賀川河川事務所

日時・出席者

自治体と国によるタイムライン作業部会の開催状況

タイムラインとは？
”タイムライン” は、「いつ」、「誰が」、
「何をするのか」を、あらかじめ時系列で整
理した防災行動計画です。国、地方公共団体
、企業、住民等が連携してタイムラインを策
定することにより、災害時に連携した対応を
行うことができます。

タイムラインのイメージ
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「水防災意識社会 再構築ビジョン」土器川の減災に係る取組
～住民タイムライン作成のためのＷＳ事前説明会の実施～

「土器川の減災に係る取組方針」では、住民目線の対策を反映するために、想定

最大降雨による洪水浸水想定区域にある３市４町等で構成する「土器川における水

害に強いまちづくり検討会」において検討することとしています。

今回は、土器川が氾濫することを前提に、地域（住民、コミュニティ役員、自主防災

組織等）が河川管理者等から伝達する防災情報等をもとに時間軸に沿って、どのよ

うに行動するのかを整理した住民タイムライン（地域住民等の防災行動計画）を地域

住民参加型のワークショップ（ＷＳ）により作成します。

本ＷＳは、モデル地区（丸亀市土器町）の地域住民等が参加し、水防災意識社会

の再構築を目指して、今後の自助（住民）・公助（行政）・共助（地域コミュニティ）それ

ぞれの取り組み内容や課題等を抽出することで、住民目線での水害に強いまちづく

りに繋げていくものです。

１０月２９日には、丸亀市内において、ＷＳの実施に先駆けて、モデル地区住民（地

域コミュニティ役員、自主防災組織等）、香川県防災士会、丸亀市（危機管理課、建

設課）、香川大学等が参加し、ＷＳの目的や進め方等に関する事前説明会を行いま

した。

ＷＳ開催の予定：平成28年11月23日（水）および平成29年1月15日（日）

ファシリティターによる説明 自己紹介カードによる自己紹介

地図上での位置関係の確認 防災行動のアンケート
25



全国で初めて！前線性降雨を対象としたタイムラインを試行運用！
H28出水をふりかえり次年度に備える！

○人吉市、球磨村、消防団や地域の方々、関係機関、国、県が参加し、平成28年の防
災対応を『ふりかえる』ため検討会を開催しました。（平成29年2月10日）
○検討会開催にあたっては、事前に防災担当者による「ふりかえり会議」や検討会参
加者へのアンケート調査及びヒアリングを実施し課題のとりまとめを行い、参加者全
員により課題を確認し、これを踏まえた改善版を用いて平成29年の出水に備えるこ
とを共有しました。
○意見についても提案型が多く、防災対応に対しての意識向上がみられたことは、タ
イムラインを試行運用したことの大きな成果であると考えられます。

人吉市 球磨村

熊本地方気象台 八代河川国道事務所

１ 顔の見える関係で状況と認識を共有

時々刻々と変化する気象の見通しについて、首長も参加す
るテレビ会議により質疑等双方向のコミュニケーションで迅速に
認識を共有し、意思決定者の判断を支援しました。
お互いが顔の見える形で情報共有を行うことで、適時の避
難準備情報の発令や避難所開設等、効率的な意思決定を
実現できました。

テレビ
会議

2 『ふりかえり』を行い、しっかりと課題の確認と改善にみんなで取り組む

防災担当者による「ふりかえり」 全体で「ふりかえる」ための検討会

全体で「ふりかえる」ための検討会

タイムラインを作成しただけでは適切な防災対応はできま
せん。防災対応を行う都度、タイムラインと照らし合わせて
防災行動の実施タイミングが適切であったか、抜けや漏れは
なかったか、など検証し改善していくことで、その地域の実情
に即したよりよいタイムラインとなっていきます。
人吉市と球磨村では、今年の出水期に延べ７回の防災
担当者によるふりかえり会議を行いました。
今回の検討会を踏まえ平成29年度洪水運用版をとりま
とめ、出水期までに再度、検討会を開催し、関係者一丸と
なって梅雨・台風に備えます。
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「本明川タイムライン検討会」発足式・第１回の開催

本明川流域における防災関係機関が連携し、住民の生命を守るために先を見越した早期の災害対応を検討す
る「本明川タイムライン検討会」を設置。
本格的なタイムライン策定の取り組みは長崎県内では初めてであり、また、本明川のように急激な水位上昇
が起こる急流河川でのタイムライン策定は、全国初の試み。
発足式及び第１回検討会では、諌早市長を始めとする防災機関等から約７０名が参加。

１．概要

・日 時 ： 平成２８年１１月２４日（木）
【 発 足 式 】１３：３０～１５：００
【第１回検討会】１５：００～１７：００
・会 場 ： 諫早市役所

２．タイムライン発足式・第１回検討会の内容

・全国のタイムラインに携わっている松尾一郎（座長）氏など
から、取組の重要性やその効果等を学び、その後、災害リスク
や防災行動について考えるワーキングを行い、各機関の現状と
課題について知る機会となった。

タイムライン発足式・第１回検討会の状況

【発足式】
・宮本諫早市長挨拶
・本明川タイムライン検討会の今後の進め方
・松尾座長の講演
『タイムラインを学ぶ』

・村中アドバイザーの講演
『豪雨災害を防ぐ～タイムラインの取組～』

【第１回検討会】
・設置要綱について
・松尾座長挨拶
・水災害について学ぶ
『本明川の水害とその特徴』
『グループワーク』 ～タイムラインを知る。
それぞれのリスクと防災行動を考える。～

宮本諫早市長の挨拶による開会 座長である松尾一郎氏の講演

災害リスクや防災行動について考える
ワーキングの状況①

災害リスクや防災行動について考える
ワーキングの状況②
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行政、大規模工場、地域住民、関係機関が参加した“みんなでつくる”
五ヶ瀬川タイムライン検討会（第２回）を開催！

○行政機関、大規模工場、地域住民、関係機関が参加し、“みんなでつくる”五ヶ瀬川のタイム
ライン検討会（第2回）を開催しました。〈H28.11.30〉

○平成１７年台風１４号の被害状況や想定最大規模の降雨が発生した際に想定される浸水深や
範囲の拡がりをプロジェクションマップを用いて時系列で視覚的に示すことより、避難経路や
浸水の広がり方を踏まえた、災害対応の検討をすることができました。
○ワーキングでは、過去に発生した大規模災害時の行動や想定最大規模が発生時の行動等につ
いて、グループ単位での検討を実施しました。

座長のコメント
（座長：宮崎大学 村上教授）

もう一度頭の中に入れていただ
きたいのは、今までの災害対応
の延長線上ではないですよとい
うこと。
今回の議論でいいタイムライン
にして頂ければと思っている。

投影

プロジェクションマッピング
を用いた浸水想定の提示

実践的な災害対応を検討する
ツールとして、浸水深や範囲
の広がりを時系列で視覚的に
示すプロジェクションマップ
を用いました。

ワーキングでの検討状況
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【機密性２】

住民向け研修・講習会
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いざというとき 助けになるのは「地域力！」釧路町で避難所運営研修会

◆避難所ではどんな生活が待ち受けているのでしょうか？

災害が発生し被災者として避難所に向かったが、避難所では運営側として行動しなければならない可能性も考えられます。
様々な状況で集まった住民による避難所での生活は、何が起こるか分からず対応もむずかしいですが、事前に学習や訓練する
事により、対応は全く変わってきます。

◆釧路川では、氾濫が発生することを前提として社会全体で洪水に備える「水防災意識社会」の再構築に取り組んでいます。

◆低平地が広がる釧路川下流域は釧路川の氾濫により長期にわたり浸水する可能性があり、住民の避難行動の長期化が懸念
されることから、避難所運営ゲームによる研修や防災教育の実施等、釧路川の減災に向けた取組を推進しています。

（参考）釧路開発建設部ＨＰ：http://www.ks.hkd.mlit.go.jp/kasen/mizubousai/index.html

避難所運営ゲーム「Ｄｏ はぐ」を通じて災害時の対応などを学びました。

釧路川減災対策部会

※避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）
避難所を運営するにあたり、様々な事象への対応をカードゲームとして疑似
体験することで、自らの備えや地域の防災対策の課題を見つけやすくする目的
で活用。「Ｄｏはぐ」は北海道ならではの積雪寒冷の観点や、東日本大震災の
教訓を付加した避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）。静岡県が開発したＨＵＧを北海
道版として北海道が作成。

今回の研修は、冬季に低気圧による大雨により釧路川が氾濫危険水位まで達し住民が避難したという想定で、地域住民と釧路
東高校生徒会との共同で５つのグループに分かれ、避難所の図面を基に始めに本部の設置位置、次に通路の確保や物資の置き場
所を決定したあとカードに書かれた家族構成、病気やペットの有無について確認し、場所の選定について話し合いました。
その後、各グループごとの内容発表を行い、事前に準備した炊出しを試食し終了しました。
・釧路町 地域づくりセミナー 避難所運営ゲーム(HUG)研修会（主催：釧路町）
・平成２８年１２月４日（日） 釧路町コミュニティーセンター
・地域住民、釧路東高校の生徒ら約４０人によるHUG実習

釧路川 釧路町
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【機密性２】
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【機密性２】
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住民向けの水防災に関する説明会の開催を行い、水防災の意識の向上を図ります。
⇒５/２１に常総市自治区長会議において、鬼怒プロの概要、川の防災情報の入手について説明を
実施
⇒６/２５に取手市市政協力員連絡協議会において、川の防災情報の入手について説明
⇒共同点検において、関係１０市町の一般住民（主に自治区長）を対象に水防災に関する説明を実
施済み

水防災に関する説明会の開催（住民向け） 資料－２

常総市自治区長会議

共同点検
常総市
６／２３

共同点検
下妻市
６／２９
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阿賀野川大規模氾濫に関する減災対策協議会の取り組み
阿賀野川の水防災パンフレットの作成○阿賀野市は、協議会の取り組みの一環として、地域の自主防災組織と連携し、実行性のある避難計画を検討するにあ

たって沿川自治会単位の｢防災塾｣と評した講座を開催
○｢防災塾｣では、阿賀野川河川事務所が協議会の取り組みの一環として作成した浸水想定区域に関するパンフレット等
を用い、｢自分の住む地域の災害リスク｣を知り、自分や家族の大切な命を守るための具体的な避難行動について、地域
で議論することで、より実行性ある避難計画を検討

●水防災パンフレット

●クリアファイルとリーフレット

浸水想定区域や川の防災情報など紹介

地域の標高が載っているクリアファイルに、浸水想定区域図
と浸水継続時間図を差し込むリーフレット

■阿賀野市 防災塾

水防災パンフレットで地域
の水害リスクを学ぶ

阿賀野市 防災塾：
平成28年10月より防災塾地域防災リーダーの養成
要請及び自主防災組織活動の活性化などを目的に
沿川４自治会（４会場：阿賀野川関連）５講座を開催
中

●阿賀野市小浮地区防災塾の風景（平成28年11月2日）

阿賀野川河川事務所職員が水防災に関するパンフレッ
ト等を用いて地域の水害リスク等を説明

■作成した水防災パンフレット
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●グループ討議風景

班別に地区住民の
現状や避難場所や
避難通路について
議論。

●入善町蛇沢地区ワークショップ
の風景（平成29年1月19日）

黒部河川事務所
職員が協議会の
議論概要や避難
行動の考え方な
どの資料を用い
て地域の洪水リ
スク等を説明。

黒部川大規模氾濫に関する減災対策協議会の取組 災害・避難カードワークショップ
○富山県入善町では、協議会の取り組みの一環として、氾濫区域の中から、地域防災に熱心な地区を選定し、
『災害・避難カード』※の作成を通し、地区住民一人ひとりの災害危険性に対する防災意識向上と具体的な避
難方法の検討を目的に「ワークショップ」を開催

○｢ワークショップ｣では、黒部河川事務所が作成した箇所別の浸水想定に関する資料等を用い、｢自分の住む地
域の洪水リスク｣を知り、自分や家族の大切な命を守るための具体的な避難行動について、地域で議論。
今後、より実行性ある避難計画を作成予定。

※『災害・避難カード』…個人の立場や状況に応じて、必要な避難行動、タイミングが異なることから、それぞれの視点で避難行動の方法を
検討することが重要であり、住民自身による適時適切な避難のため、住民一人ひとりが常に身に付けられるようにするためのもの

＜ ※内閣府H.Pより http://www.cao.go.jp/ ＞

●「災害・避難カード」作成例
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【機密性２】
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【機密性２】
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DVD上映・意見交換会の様子

○平成28年５月30日の洪水浸水想定区域（想定最大規模降雨、計画規模降雨）及び家屋倒壊等氾濫想定区域の公表
をうけ、若宮地域自主防災組織では、もともと防災意識の高い地域ではあるが、新たに住まわれた人や世代交代など
により防災意識が薄れていることを懸念し、肱川における過去の水害やその水害時における地域住民の証言、大洲
市の洪水ハザードマップ等を参考にした浸水イメージ等をまとめたDVDを独自に作成。大洲市及び大洲河川国道事
務所もDVD作成に協力。

○若宮地域自主防災組織主催でDVDの上映と住民説明会（意見交換会）を開催。大洲市と大洲河川国道事務所は、説
明会に参加し、質問に対する回答や助言を実施。

肱川における過去の水害、地域
住民の証言等をまとめたDVDを
自主防災組織自ら作成

意見交換会での意見等 市・国からの回答等

・想定最大規模の降雨であれ
ば、避難先はどうすればよ
いのか。

・ハード面での整備も大事だ
が、避難方法や避難行動を
大洲市や国交省で考えて欲
しい。

・近県でこの様な降雨がある
ということは、大洲でも起き
る可能性はある。たまたま
最近災害がない、地震もな
い。九州等他の地域は甚大
な被害であるため、安心し
てはいけない。

・今回の想定は、水防法の改定で
公表することとなった。

避難計画等については、大洲市・
県・国（気象台含む）が減災対策
協議会を設立して協議している。

・当該地区では、10m以上浸水す
るため高いところへの避難になる
が、道路や土砂災害の情報も必
要であり、今後避難計画の立案
が必要となる。

・想定最大だけでなく計画規模、近
年の大出水や通常の出水にも気
をつけて欲しい。防災に関して、
市、県、国で情報を提供している
ため活用して欲しい。

日 時 場 所 ： 平成28年7月27日（19：00～20：30）、大洲市肱北公民館 若宮分館

主 催 者 ： 若宮地域自主防災組織（若宮地域自治会）

参 加 者 ： 若宮地域自主防災組織、若宮地域住民（約80名）、
大洲市、大洲河川国道事務所

大洲市の洪水ハザードマップを
参考にした浸水イメージ動画

水防災意識社会再構築ビジョンの取組状況（肱川水系）
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～家庭における防災力の向上を図る取組～
○「さかわ家族防災会議の日」の制定

佐川町民の防災意識の向上を図り、各家庭で防災についての話
し合いの場を持つことを推進するため毎月、第2日曜日を「さかわ
家族防災会議の日」として平成28年8月に制定。

毎月異なった防災に関するテーマを広報紙や防災行政無線など
でお知らせし、そのテーマに沿って家族の皆さんで第2日曜日に話
し合いを行う取組をスタートした。

わが家の災害に備えるチェックシート

仁淀川 水防災意識社会再構築ビジョンの取組状況
～避難行動計画の検討～

【実施機関】
佐川町

風水害時に避難すべきかどうかなどの行動計画を、予め家庭毎で決定し
てもらう取組を実施中

平成27年度は7地区でサロンを開催し、平成28年度は
年度末までに30地区を目標にサロンを開催する予定。
なお、平成30年度末までには町内全91地区でサロンを開
催予定している。

また、上記の取組を効果的に行うため、「わが家の災害
に備えるチェックシート・わが家の避難行動計画」のシート
を作成し、平成28年8月に町内全戸に配付した。

○「防災まちづくりサロン」

各家庭の災害時に対する取組状況として、備蓄品の確
認や避難方法、危険箇所の抽出、課題など家庭における
防災力の向上を図る「防災まちづくりサロン」の取組を実
施。

防災まちづくりサロンの状況

88四国
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各機関情報提供等
意見交換結果等

【内閣府】
・避難情報の名称変更と
他の自治体の取組紹
介について
【大洲市】
・避難行動要支援者名簿
情報の活用について
【国土交通省】
・地元からの質問に対す
る回答を行った

４地区（８班）に分かれ避難訓練及
び災害・避難カードについて話合い
意見を出した
【うまくいった点・改善が必要な点】
・実際にできた（短時間で避難した）。
・降雨時防災無線が聞取りにくい。
【地域で取り組むべきこと】

・要支援者の避難方法や実際の避
難時の荷物の運搬（避難袋）など災
害弱者への支援。
【 災害・避難カードに必要な情報】
・文字を大きくして見やすくする。
・本人情報、血液型、持病等を記入。
【災害・避難カードの配布方法等】
・避難方法を個々に伝えて配布する。
・部落の人に配布してもらう。

「災害・避難カードの作成」の取組状況（肱川水系）

○肱川については、5月25日に「肱川の減災に係る取組方針」を策定（12月26日第３版）。また、5月30日には、洪水浸
水想定区域図（想定最大規模、計画規模）の指定及び家屋倒壊等氾濫想定区域を公表。一方、内閣府が実施してい
る「災害・避難カードモデル事業」について、肱川の三善地区が今年度モデル地区として事業を実施。

○三善地区自主防災組織が主体となり、住民自らが「災害・避難カード」を作成できるようにするためにワークショップ等
を開催する事業であり、第１回ワークショップを8月28日に実施。第２回ワークショップを11月20日に実施し、各個人の
災害・避難カードを作成した。第３回ワークショップが1月29日に開催され、前回作成した「災害・避難カード」を基に、
避難訓練を実践し、意見交換を行った。それらの取組に関する支援・助言を行うため、「肱川大規模災害に関する減
災対策協議会」構成員も参加。

み よし

日 時 ： 平成29年1月29日 9:00～12:30（9:00～10:00 避難訓練）

場 所 ： 各地区一時避難場所から指定避難所（三善公民館）

参 加 者： 三善地区自主防災組織、三善地区住民（約60名）、
内閣府（防災担当）、肱川大規模災害に関する減災対策協議会

【第１回WS （8/28）】
・地域の災害について学ぶ

【第２回WS （11/20） 】
・「災害・避難カード」作成
【第３回WS （1/29） 】
・ 「災害・避難カード」を基に避難訓練

地元機関の参加

三善小学校、ＪＡ、大洲
ホームの地元の関係機
関も積極的に参加して
意見を出した

意見交換発表の様子

避難訓練の様子

避難訓練の様子

国交省

内閣府

大洲市

意見交換全体の様子

88四国
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水防災意識社会再構築ビジョンの取組状況 88四国

6月9日
幹事会開催

8月28日
第１回ワークショップ

ワークショップを
数回開催

災害・避難カード
作成

スケジュール

※内閣府ｳｪﾌﾞｻｲﾄより※内閣府ｳｪﾌﾞｻｲﾄより

○肱川については、5月25日に「肱川の減災に係る取組方針」を策定。また、5月30日には、洪水浸水想定区域
図（想定最大規模、計画規模）及び家屋倒壊等氾濫想定区域を公表。

○一方、内閣府が実施している「災害・避難カードモデル事業」について、肱川の三善地区が今年度モデル地区
として選定され、現在、事業を実施中。

○三善地区の想定最大規模による浸水想定では、地区全体で10ｍ以上の浸水深となり、避難計画の立案が課
題となっていることから、大洲河川国道事務所もメンバーとして参加。
＜検討メンバー：三善地区自主防災組織、内閣府、大洲河川国道事務所、愛媛県、大洲市＞

○今後、三善地区自主防災組織及び内閣府主導により、ワークショップ等を数回開催し、三善地区の災害・避難
カードを年度内に作成する予定。

みよし
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プロジェクションマッピングを用いて洪水浸水想定区域の説明（五ヶ瀬川：延岡市）

○延岡河川国道事務所では、想定最大規模の洪水浸水想定区域図を公表しました。(H28.8.30)
○延岡市防災フェスタにて模型に映し出す、プロジェクションマッピングを用いて洪水浸水想定
区域図を説明し、避難の重要性を多くの方々に理解していただきました。

■日 時：平成２８年１１月２０日（日）
■場 所：延岡市消防本部
■主 催：延岡市防災フェスタ実行委員会（延岡市）
共 催：国土交通省、自衛隊、延岡市自主防災組織連絡協議会 等多数
■目 的：防災フェスタを通じ、自主防災組織やボランティアなど防災に関

わる人々、さらには防災関係機関等の連携を強化し、延岡市の目
標とする地域防災力の向上を図る。

防災に関する相談コーナーや自主防災組織が未結成な
地区の区長への相談コーナーも設けられ、一般住民の
方に防災について知ってもらうことや自主防災組織の
重要性を話すことで減災意識が高められました。

全２８団体が参加し、子供連れの家族等の
多数の方が来場されました。
子供たちを含め、大人の方々も“楽しく”防
災について学んでいただきました。

プロジェクションマッピングを用いて洪水浸水想定区域を説明 延岡市防災推進員による相談コーナー

プロジェクションマッピングを用い
て延岡市の模型に洪水浸水想定区域
図を映し出し、避難の重要性を説明
しました。

延岡市長

投影
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【機密性２】

市町村職員・関係者
向け研修・講習会
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■戦後最大の洪水となった昭和56年8月上旬洪水以降、流域全体に被害が及ぶような大規模な洪水が無いまま30年以上が経過しており、
■大規模水害を経験した市町村職員の多くが定年を迎える等、大規模水害への意識が風化する一方、近年の気候変動に伴うゲリラ豪雨の
増加や、今年8月の1週間に3つの台風が北海道に上陸するといった異状気象など、大水害の危機が高まっている。

■水害対策に関する技術力・対応力向上を図るため、石狩川上流の減災に関する取組方針の「概ね5年で実施する取組」に位置付け、石狩
■川流域圏会議（事務局：旭川市）と北海道・気象台・北海道開発局等が連携し、石狩川流域 豪雨災害対策職員研修を実施。

【北海道】石狩川上流の減災に関する取組の実施状況

流域市町村防災担当職員を対象とした研修を実施

・豪雨災害グループワーク
（災害初期段階、避難実施段階等様々な場面を
想定し、必要な体制や対応事項について演習
形式で学習）

・豪雨災害時に必要な対応に関しての講話

・気象庁防災情報提供システムの利用方法を学習

・防災気象情報の基礎知識
・北海道の防災体制等
・防災に関する基礎知識
・河川氾濫の見える化
・河川情報に関する基礎知識
に関する講義

日 程 ：平成28年7月25日（月）～26日（火）
旭川市にて開催

参加者 ： １７市町村から約３０名が参加のほか、北海
道、気象台、開発局等からも参加

研修内容
7月25日
・防災気象情報に関する基礎知識（講師：気象台）
・気象情報の利用について（PCを活用した研修）
（講師：気象台）

7月26日
・豪雨災害の対応について（講師：E‐TReC）
・北海道の防災体制について（講師：北海道）
・防災に関する基礎知識（講師：開発局）
・河川氾濫の見える化（講師：寒地土木研究所）
・河川情報に関する基礎知識（講師：開発局）
・豪雨災害グループワーク（災害図上訓練）

豪雨災害対策職員研修の実施状況

【アンケート結果の抜粋】

○理解・習得したものを職場で活用出来る（97.7 % ）
○研修内容の満足度（93.1%）

【今後について】
○アンケート結果等を基に、豪雨災害対策職員研修
に関するフォローアップを実施し、内容の更なる充
実を図り、研修を継続。
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【機密性２】
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【機密性２】

46



「先輩から後輩へ水防技術を伝承」 ～平成28年度水防技術基礎講座～
水防活動を担う水防団員（消防団員）が水防活動に関する専門的な知識等を習得する機会が少なく、的確な水防活動が

できないことが懸念されることから、各協議会の取組方針において「国・県・自治体職員等を対象に、水防技術講習会を
実施」することとしています。本取組方針に基づき、平成27～28年を１クールとする「水防技術基礎講座」を実施しまし
た。全ての講座を受講した職員は、各地で開催される水防講習会等の講師として活動する予定です。

国土交通省
北陸地方整備局

第４回講座 第５回講座 第６回講座

＜第６回講座の概要＞整備局32名,自治体20名
日程：平成28年11月28日（実技）

平成28年11月29日（講義）
会場：新潟会場（北陸地整・信濃川）
内容：(実技)縄の結び方、積土のう工、

シート張工、木流し工
(講義)地域と水防工法

今後の展開について
“水防技術伝え人”登録証授与

＜第４回講座の概要＞整備局32名,自治体21
名
日程：平成28年9月28日(新潟会場:信濃川）

平成28年9月29日(上越会場:関川)
平成28年9月30日(富山会場:常願寺川)

内容：(実技)縄の結び方、月の輪工、
シート張工、木流し工

＜第５回講座の概要＞整備局35名,自治体24
名

日程：平成28年10月21日(富山会場:常願寺川)
平成27年10月24日(新潟会場:信濃川)
平成27年10月25日(上越会場:関川)

内容：(実技)縄の結び方、積土のう工、
シート張工、木流し工

「手順の説明」 「縄の結び方」

「積土のう工」

「シート張工」 「木流し工」

「土のう作り」

「手順の説明」 「縄の結び方」

「月の輪工」

「シート張工」 「木流し工」

「土のう作り」
「水防工法について」

‘水防技術伝え人’登録証授与式

「縄の結び方」 「積土のう工」
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手取川・梯川大規模氾濫に関する減災対策協議会の取組
梯川氾濫を想定した災害派遣医療活動の対応力向上研修

○石川県では、災害派遣医療チームの局地災害対応力の向上を目的とした研修を行っており、その一環として
梯川氾濫を想定した医療活動演習（ワークショップ）を平成２９年１月１５日に実施

○演習にあたり、金沢河川国道事務所が『避難行動の留意点や水害対応事例』等を説明
○演習では、医師、看護師、業務調整員からなるチームにより、被災地の病院や要介護者利用施設等を把握し
て、「どこに」「どれだけ」「どのように」して医療活動の支援等を実施するのか、洪水ハザードマップ上
でシミュレーションを実施

概要説明 演習状況

演習内容（ワークショップ）

設問１ 安全管理（リスクと対
策）について考えよ

設問２ 災害時に収集すべき
情報 （ＭＥＴＨＡＮＥ）
を考えよ

設問３ 指揮と連携を考えよ
（Ｃｏｍｍａｎｄ ＆
Ｃｏｎｔｒｏｌ）

設問４ 籠城を余儀なくされる
病院に対しどのような
活動が必要か

・リスクとしては、溺死・孤立。

・対策としては、消防や自衛隊と

の連絡手段の確保、緊急待避

及び救命胴衣等の準備。

・特に活動場所とアクセスが一番

の問題。国道がどうなるのか。

小松市内の入院患者等が外に

出られるか。金沢や福井から医

療チームが入れるのか。

・指揮系統や責任の所在を明確に

するため、本部は一つ。

・孤立時は空路搬送が主。防災ヘ

リ、自衛隊ヘリと連携のため、小

松空港に医療拠点を配置。

・浸水エリア外の海側や山側の病

院にも参集拠点を考える。

・各拠点へのアクセスが大切。ま

た、排水活動による早期の道路

復旧も重要。

・危険区域は洪水ハザードマップ

で１階が浸水する各施設。

・初期対応は、各施設のライフラ

インの状況を確認。その結果に

より、籠城か、避難かを判断する。

・３日間の籠城の支援を考えると、

水の不足が考えられる。ペットボト

ルや給水車などが必要。

・水が不足するなか、透析患者、重

症患者を外にどう搬送するか。

・自家発電の安定稼働の対応。

・病院スタッフの疲労を踏まえた災

害派遣医療チームの支援。

・水害は予測可能なので、水位によ

る待避基準が必要。

※METHANEは、情報項目の英語頭
文字。事故発生、発生場所、災
害種類、二次災害の恐れ、現場ま
でのルート、被災者数、緊急活動
の必要性等を意味する
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【機密性２】

訓練
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【北海道 網走川】水防災意識再構築ビジョンの取組

◆水防災意識再構築ビジョンの取組として、網走川減災対策協議会が設置されたことを踏まえ、平成２８年度は美幌川の
水位が上昇して、内水常襲地帯である美幌町美芳地区に避難指示が発令されたことを想定した訓練が実施されました。
◆美幌町では町内の自主防災組織（自治会）を４つにブロック分けし、地震などの各種大規模災害に備えた避難訓練や
消防訓練が実施されていますが、個別地区を対象とした水防災に関する訓練を推進しております。
◆従前の訓練に参加していた町・消防・警察・自衛隊に加え、美芳地区での訓練より気象台・開発局も参加しました。
今後、協議会での取組の一環として、同様の取組を実施する地区を拡大していく予定です。

美幌町防災避難訓練の概要
◆実施日：平成28年8月20日（土）
◆場 所：美幌町東陽小学校
◆対 象：美芳地区住民（４６名）

対策本部の様子

～個別地区を対象に、河川水位上昇を想定した避難訓練を実施～

避難所の小学校の様子

洪水や治水事業のパネルを展示

バスによる避難訓練を実施

地域住民が避難訓練に参加

防災避難訓練の様子
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最上川上流
水防災意識社会再構築ビジョンの取組 H28.9版

■ロールプレイング演習における、要援護者の避難等の対応訓練実施
～減災対策協議会で決定した、重点取組の実施～
・戦後最大洪水である羽越水害（昭和42年8月）を超える規模の降雨を基にした、要援護者対応をシナリオに反映。
・避難準備情報の発令時期や範囲、垂直避難を含めた避難誘導方法を確認。

平成2 8年度 最上川上流危機管理演習
■日時 9月20日（火） 9:30～16:00
■場所 山形河川国道事務所 大会議室、災害対策室
■出席者 演習部：村山市、東根市、天童市、寒河江市、河北町、

西川町
統監部：山形河国、山形県、山形地方気象台、山形市、

上山市、中山町、山辺町、大江町、朝日町
■内容 羽越水害を超える規模の降雨を基にした、避難勧告・指

示発令、要援護者対応、広域避難検討、情報伝達・収集、
大規模災害対応を訓練

平成２８年９月２１日（水） 山形新聞 朝刊２３面

模擬記者会見による
要援護者対応の
考え方の確認

要援護者に配慮した
プレーヤーの対応
（演習部・河北町）

「こちらは、特老ホーム ○○○です。
入所者を2階に移動させています。
手間取っているため、職員派遣をお願いしたい。」

統監部（要配慮者利用施設役） 演習部・天童市

・山形河国から浸水想定区域図を入手
・垂直避難か、浸水区域外への避難か？
・要援護者の避難手段の検討、情報伝達の実施

■付与の例 ■想定する行動

・早めの避難情報の伝達
・各自主防災会長へ要援護者
の確認依頼

「氾濫が想定される区域に、
要配慮者利用施設はあるの
か？」
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訓練会場の状況

平成28年度ブラインド型水害対応合同訓練【開催報告】

■日 時：平成28年7月4日（月） 13時30分～16時30分
■場 所：三条市厚生福祉会館
■参加団体：三条市（國定市長も参加）、信濃川下流河川事務所
■参加者数：約８０人
■取材機関：TV１社（NHK）、新聞４社（新潟日報・三條新聞ほか）

国土交通省 北陸地方整備局
信濃川下流河川事務所

國定三条市長コメント
・（平成23年新潟・福島豪雨から）５年経過しているなかに
あって、公助の組織の中でも記憶の風化が進んでいるの
は否めない事実。今日の訓練で私自身ものすごく学ばせ
て頂いたし、不十分な点もたくさんあったと思うので、来年
以降もこうした訓練をして頂けるようお願いしたい。

信濃川下流河川事務所では、三条市と共同で関係機関と一体となったタイムラインの検討を行っており、その一環
として、三条市と合同で水害対応能力の向上を目的とした訓練を実施しました。

ブラインド型とは？
実施者に事前に訓練の進行やシナリオを与えず、想定
のみ与える実践的な訓練

■訓練実施体制：訓練統裁官・指揮部・演習部に分かれ実施

今回の訓練の概要
①訓練方式：ブラインド型・合同訓練
②初期情報：三条市内で最大時間雨量70mmを記録し、内水被害、二次支川の溢水や

道路冠水の対応中。床下浸水、自主避難者多数。
信濃川（下流）及び支川刈谷田川において避難判断水位を超過し、三条市
は災害対策本部を設置（第３次配備）

③被害想定：本川及び支川刈谷田川で堤防決壊による氾濫被害発生
④訓練対応：避難勧告・避難指示発令、市長ぶら下がり会見（2回）、排水ポンプ車派遣、

河川事務所記者会見
⑤訓練進行：訓練シナリオに基づき指揮部から演習部に状況を付与
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中部地方整備局要配慮者施設における避難訓練を実施

平成28年台風10号では、グループホーム（要配慮者施設）が被災し、被害が発生しました。
こうした事態をふまえ、特別養護老人ホーム「かわせみ」、清水町、沼津河川国道事務所が連携
して、要配慮者の避難訓練を開催しました。

施設２階に垂直避難の様子 バスによる避難の様子

◎訓練終了後の反省会概要

◆沼津河川国道事務所職員の説明
・狩野川の浸水想定区域や洪水予報の説明、事務所
HPや国土交通省川の防災情報からの情報入手につい
て説明した。

◆清水町職員の意見
・清水町、「かわせみ」ともにバスを使用した避難訓練は
初めて実施したが、とても重要と感じたので、こうした訓
練は今後も実施したい。

◆かわせみ職員の意見
・要配慮者をバスまで誘導し、点呼するのに時間がかか
った。実災害では、さらに時間がかかり、不測の事態も

発生すると思うので早めの避難を進めたい。 ◎訓練の様子はテレビ局２社、
新聞社１社が取材・報道した

【報道結果】

インタビューを受ける
かわせみ施設長

反省会の様子

社会福祉法人「源泉会」
特別養護老人ホームかわせみ

※かわせみは清水町的場の
狩野川の堤防沿いに立地.

◎訓練概要
日時：平成28年12月22日 14:00～14:30
参加者：かわせみ職員及び要配慮者 22名

清水町役場職員 1名
沼津河川国道事務所職員 3名

＜訓練の流れ＞

①かわせみ職員が清水町から無線にて避難
準備情報を受信。
②かわせみ職員及び要配慮者が２階に避難。
③要配慮者は清水町が手配したバスにて福祉
避難所に避難。

８５
沼津河川国道事務所
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九州地方整備局

54

○ 遠賀川の大規模氾濫を想定して、北九州市八幡西区木屋瀬地区等において約４２０名の住民が参加
し、要配慮者の避難や垂直避難など従来よりも実践的な避難訓練を実施

○ 訓練では、緊急速報メールの配信やサイレンを使用するとともに、避難情報などの防災情報の意味
について住民の方々に理解を深めてもらうため、災害初動時のシミュレーション訓練等を公開

避難情報の意味をしっかり理解して頂
くとともに、避難情報が発表された場
合、躊躇なく避難して頂きたい。

訓練時に配信されたエリアメール

避難所に避難している状況
想定最大規模の浸水想定をもとに木屋瀬小学校３階へ垂直避難を実施

要配慮者との避難も含めて訓練を実施

公開シミュレーション訓練を実施
※中央の席が防災関係担当機関

（観覧者の声）

行政がどのように対応されているかがよく
分かった。

国交省

福岡管区
気象台

福岡県
北九州市

ビジョン取組事例（大規模氾濫を想定した実践的な避難訓練の実施）
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【機密性２】

広域避難
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利根川及び霞ヶ浦、常陸利根川に囲まれた水郷地域は、これら河川の洪水氾濫域が重複している地域のため、非常に水

害リスクが高く、大規模な水害時には周辺の高台や浸水区域外への速やかな住民避難が必要となります。しかし、この水郷

地域は、川と湖が千葉県、茨城県の県境や潮来市、稲敷市、神栖市、香取市の市境に入り組み、これにより避難場所に向

かう避難経路も利根川及び常陸利根川に架かる数カ所の橋に限られる等の課題を有しています。このため、４市による広域

避難計画が検討されてきました。

霞ヶ浦及び利根川下流の両流域が設けた「大規模氾濫に関する減災対策協議会」においても広域避難計画の策定は、重

要な課題と位置付け、その対策は目標達成に向けた取組の一つとして推進していくこととしています。

このような背景のもと、平成２７年９月関東･東北豪雨による鬼怒川での水害を教訓に協議が進められ、水郷地域を構成す

る４市が一つとなり、大規模水害時に連携して県境・市境を越えた広域避難を可能とするため、４市が協定を締結しました。

広域避難の連携に関する協定締結

締結日： 平成２９年２月７日（火）
締結者： （茨城県）潮来市長、稲敷市長、神栖市長

（千葉県）香取市長

※オブザーバー：霞ヶ浦河川事務所長、利根川下流河川事務所長

茨城県、千葉県

県境・市境を越えた広域避難の連携に関する協定を締結< 平成29年2月7日 >
～水郷地域を一体として捉え相互の広域的な避難が可能に！～

霞ヶ浦流域大規模氾濫に関する減災対策協議会・利根川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会

協定の主な内容
・指定避難場所の相互利用
・避難場所の状況や避難者の把握のほか､必要となる情報の収集及び提供
・被災者の一時収容のための施設の提供及び斡旋
・援助物資の調達及び提供 等
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潮来市

香取市

神栖市

稲敷市

洪水浸水想定区域図における水郷４市の状況

川を渡河する水郷４市の交通アクセスの状況

潮来市

香取市

稲敷市

神栖市

香取市

川と湖に囲まれた水郷４市（潮来市、稲敷市、神栖市、香取市）

千葉県

茨城県霞ヶ浦 北浦
太平洋

※出典：国土地理院地図より引用

潮来市

香取市

稲敷市

香取市

神栖市

千葉県

茨城県

香取市

※出典：国土地理院地図より引用

この図は、利根川水系霞ヶ浦、北浦、鰐川、常陸利根川の洪水
予報区間及び横利根川の水位周知区間について、水防法の規定

により定められた想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域、浸
水した場合に想定される水深を表示した図面です。（以下、略）

＜最大想定規模（霞ヶ浦、北浦、鰐川、常陸利根川、横利根川）＞

霞ヶ浦
北浦

太平洋

霞ヶ浦

北浦

※出典：利根川水系霞ヶ浦洪水浸水想定区域図（想定最大規模） 平成28年8月18日 指定・公表より水郷4市に係わる部分を抽出

霞ヶ浦流域大規模氾濫に関する減災対策協議会・利根川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会
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【機密性２】

避難協定
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洪水時における大規模工場等の避難場所としての活用 名取川・阿武隈川下流大規模氾濫時の減災対策協議会
＝「逃がす・防ぐ・取り戻す」ことにより、氾濫被害の最小化を目指す＝【水防】

角田市

角田市

丸森町

：受入れ企業位置（角田市）
：受入れ企業位置（丸森町）

大規模氾濫時に地元企
業の工場等で避難の必
要な周辺住民を受け入
れる

阿武隈川（福島県・宮城県境から海まで）L2浸水想定区域図
（平成２８年６月１０日公表）

○L2規模（想定最大規模）降雨等による大規模氾濫時には、市
町のほぼ全域が浸水域となってしまう可能性があり、各自治
体の一部の避難所が活用不可。

【現状及び課題】

○対岸にしか避難所が存在しない場合、河川を横断しての避難
が必要。

【課題に対する対応】

【丸森町】
・仙南ジェロントピア
・仙南行政事務組合 あぶくま斎苑
・（株）ケーヒン宮城第一製作所
・フロンテックPRO東北営業所・丸森工場

○大規模氾濫時における避難場所として、丸森町及び角田市
で企業と災害時避難者受入れ協定を締結。

＝ 協定締結企業 ＝
【角田市】
・アイリスオーヤマ株式会社 角田工場

フロンテックPRO㈱との災害時避難者受入れ協定締結式（丸森町）
59



【機密性２】

ホットライン
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【機密性２】
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【機密性２】

協議会

62



協議会の構成委員開催概要
○ 日時：平成２８年５月１６日（月）
○ 会場：日田市役所 庁議室

主な意見等

・協議会の規約について合意形成がなされた。
・現状での水害リスクの共有化、減災のための
目標等について意見交換を行った。

・玖珠町、九重町にも協議会に参加して頂き連携
を図りたい。
・九州北部豪雨災害後、河川監視モニターの整備
により、実際にデータを見ながらの対策が可能
となった。災害時の住民への情報提供手段や避
難の方法等についてさらに検討したい。
・町には杖立温泉などの観光地があり、観光客を
どう避難させるかなど安全第一で取り組む必要
がある。
・熊本地震の記憶があるなかで、河川災害と土砂
災害、道路災害の３つを一緒に考えていく必要
があり、その中でホットラインは非常に助かっ
ている。

平成２４年７月九州北部豪雨災害及び平成２７年９月関東・東北豪雨災害を踏まえ、
市町、河川管理者、県等が連携・協力し、減災のための目標を共有し、ハード対策と
ソフト対策を一体的、計画的な推進により、社会全体で常に洪水に備える「水防災意
識社会」を再構築することを目的として協議会を設置しました。
協議会では、現状での水害リスクや取組状況の情報共有、減災のための目標や具体
的な取り組むべき内容を定めた「取組方針」の策定に向けた意見交換を行いました。

議事内容

国土交通省 九州地方整備局
筑後川河川事務所

「第１回 筑後川上流部大規模氾濫に関する
減災対策協議会」開催

日田市長 小国町長

【問い合わせ先】
国土交通省 九州地方整備局 筑後川河川事務所 防災情報課
〒830-8567 福岡県久留米市高野一丁目２番１号 TEL）0942-33-9131

会議開催状況

協議会委員
小国町長
日田市長
熊本県 危機管理防災課長
熊本県 河川課長
熊本県 阿蘇地方振興局長
大分県 防災対策室長
大分県 河川課長
大分県 日田土木事務所長
水資源機構 筑後川局 総合施設管理長
気象庁 福岡管区気象台 気象防災部長
気象庁 熊本地方気象台長
気象庁 大分地方気象台長

国土交通省 筑後川河川事務所長

国土交通省 筑後川ダム統合管理事務所
長
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【機密性２】

広報誌
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最上川上流
水防災意識社会再構築ビジョンの取組 H28.9版

■情報連携紙による取組状況の共有
・各機関の減災対策が円滑に進められ、減災のための目標を一体となって
達成することの一助となるよう、9月12日減災対策協議会開催日に創刊。
・今後、定期的に発行し、最上川沿川住民へも情報を発信。

G e n s a i . N e tとは
・発行頻度 1回/2ヶ月程度 ・内容 全国的な話題
・発行元 協議会事務局 各機関の取組状況
・配布先 協議会メンバー、ＨＰ公開 今後の予定等
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【機密性２】

監視システム
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１基あたり十数万円と安価であり、製作・設置が容易。

フロート式水位センサを備えたクッションドラムを使用することにより、監視が必要な箇
所へ持ち運び、設置可能に。

平成２８年度の台風期前までには簡易アラート装置を現地に設置し、試行を行う。

従 来 改 善

鳴瀬川等大規模氾濫時の減災対策協議会
（北上川下流河川事務所）

水防災意識社会
再構築ビジョン

第２回協議会における簡易アラート装置デモンストレーション第２回協議会 委員集合写真

水位の監視に関する課題

水位観測所間での具体な水位
の到達状況の把握が難しい

ＣＣＴＶカメラを設置しても監視
できる範囲には限りがある

夜間は巡視担当者による目視
監視が難しい

簡易アラート装置 イメージ図

全国で初めて可搬式の水位監視システムの構築！！
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【機密性２】

臨時幹事会
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最上川上流
水防災意識社会再構築ビジョンの取組 H28.9版

■台風上陸に備えた事前対応
・台風１０号の上陸の可能性が高まったことから減災のための情報交換会を初開催。
・関係者間のコミュニケーションを密にし、一体となって洪水に備える体制を確認。

最上川・赤川水系大規模氾濫時の減災対策協議会 臨時幹事会
■日時 8月26日（金）13:00～13:30
■場所 山形河川国道事務所 大会議室
■出席者 減災対策協議会幹事会

・15市町村、山形県、気象台、関係事務所（山形河国、最上ダム、新庄、月山） 計35人
マスコミ5社 （山形新聞社、読売新聞、共同通信社、庄内日報社、米澤新聞社）

■内容 ・台風10号の今後の見通しについて ［山形地方気象台］
・タイムラインに基づき実施する事前行動について ［山形河川国道事務所］
・ダムの状況について ［最上川ダム統合管理事務所］

平成28年8月27日（土）
読売新聞29面
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【機密性２】

効果事例
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○ 市町、道、国からなる「常呂川減災対策協議会」で検討された減災に関する取組方針に基づき、タイムラインや
河川事務所長から自治体首長へのホットラインを実践。

○ 台風７号から断続的に降雨が続いており今後の降雨により急激な水位上昇が予想されたことから、ホットライ
ンにより北見河川事務所と密に連携を図りつつ、北見市が対象地域への避難勧告を想定より前倒して発令。
北見市が消防とも連携の上、住民への避難の呼びかけを実施。

＜避難状況＞
避難勧告 20日19:45 浸水地区（福山・日吉）を含む常呂自治区（1,302世帯、2,893人）
避難指示 20日22:20 福山地区（17世帯56人）に発令後、

21日00:40 浸水地区（福山・日吉）を含む常呂自治区（1,302世帯、2,893人）に発令
氾濫発生情報の発表は21日01:00 避難所へは最大484人が避難

北見河川事務所から北見市へのホットライン

上川沿観測所における水位とホットライン・避難情報発令のタイミング
かみかわぞい

被災状況

堤防から越水（8/21  4:30） 浸水状況（8/21  6:00）

※ これは速報であり、数値等は今後変わることもあります。

避難勧告発令の
目安となる水位

※急な水位上昇が予想された
ことから、早期に勧告を発令

「水防災意識社会再構築ビジョン」の取組により、円滑に避難勧告を発令！
～常呂川の事例～

３時間20分早く
避難勧告を発令
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82東北：台風接近に備え早期に「避難準備情報」を発表！
○ ８月２２日未明、台風９号が本州に上陸。東日本を縦断し、大雨を降らせた。
○ 昨年の関東・東北豪雨で堤防が決壊した宮城県大崎市において、「水防災意識社会 再構築ビジョンに基づく鳴瀬川
等の減災に係る取組方針（H28.7.5策定）」に基づき、課題であった夜間の住民避難への対応のため、タイムラインの
初動体制を見直した。

○ 台風の影響を考慮し、安全な避難ができる明るい時間帯に「避難準備情報」を発表。住民に早め早めの避難を促した。

台風９号 経路図
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雨量のピーク（21時）

水位のピーク（4時）

明るい時間帯（17時）に
「避難準備情報」を発表！

単位：m 単位：mm三本木水位観測所（国）－古川雨量観測所（気）

雨

量

水

位

8月22日 8月23日

氾濫危険水位（6.4m）

避難判断水位（6.0m）
氾濫注意水位（5.0m）

水防団待機水位（4.0m）

宮城県大崎市

宮城県が暴風域に
入った時間⇒21時過ぎ

大崎市HPより

17時00分 （明るい時間帯）

大崎市全域に避難準備情報を発表

出展：国立情報学研究所(NII)

出展：水文水質DB

※実際に避難された人数は22世帯33人

※宮城県内では大崎市の他、８市町で避難準備情報を発表

避難準備情報
発表⇒17時

従前のタイムラインでは避難判
断水位を目安に避難準備情報
を発表
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下館河川事務所の水防災再構築ビジョンの出水効果

３日前 ○台風予報
○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認

○台風に関する気象情報(随時)
○施設(水門、樋管、排水機場等)の点
検・操作確認

○ハザードマップ等による避難所、避難
ルートの確認

○災害対策用資機材、復旧資機材等の
確認、確保

○防災グッズの準備
○災害、避難カードの確認

○上流ダムの事前放流通知受信、確認 ○自宅保全

２日前 ◇大雨注意報・洪水注意報
【第一次防災体制】
防災体制の準備を行う

○テレビ、インターネット、携帯メール等に
よる大雨や河川状況を確認

○台風に関する今後の見通し
○防災気象情報の確認と防災体制の構築
の検討

１日前 ◇大雨警報・洪水警報 ○上流ダムの放流通知受信、確認
【第二次防災体制】
防災体制を構築する

○防災体制の構築及び上位防災体制の検
討
○防災気象情報等の監視、河川水位を把握
する連絡要員の配置
○管理・操作委託されている樋管等の担当
者に、注意喚起を行う

はん濫注意水位到達の
恐れ 水防警報(待機)

○区間を担当する水防団に対し「待機」を指
示する

半日前
水防団待機水位到達
○○水位観測所(水位○.
○○ｍ)

水防警報(準備) ○区間を担当する水防団に対し「準備」を指
示する

○水門、樋管、排水機場等の操作 ○避難所の開設を検討する

○応援体制の確認、要請(防災エキス
パート等)

はん濫注意水位到達
○○水位観測所(水位○.
○○ｍ)

洪水予報(はん濫
注意情報)発表

○防災体制を強化し、避難準備情報の発令
を判断できる体制をとる

○テレビ、インターネット等による洪水予
報の確認

水防警報(出動)
○避難が必要な状況が夜間・早朝の場合
は、避難準備情報の発令判断

○出水時点検(巡視)
○ＣＣＴＶによる監視強化

○区間を担当する水防団に対し「出動」を指
示する

○漏水・浸食情報提供
○水防警報(情報・指示)

○水防団活動状況を把握し必要に応じ河川
事務所へ必要な措置を求める
○必要に応じ河川事務所長へ助言、リエゾ
ンを要請する

◇大雨特別警報(緊急速報メール)
◇暴風警報

○危険箇所の水位監視
○要配慮者施設に洪水予報(はん濫注意情
報)を伝達する
○管理・操作委託されている樋管等の操作
を行う

-5h
避難判断水位到達
○○水位観測所(水位○.
○○ｍ)

洪水予報(はん濫
警戒情報)発表

【第三次防災体制】
防災体制をさらに強化する

避難に対する準
備行動

○危険箇所の水位監視
○ＣＣＴＶによる監視強化

○首長もしくは代理者が登庁し、避難勧告
等を発令できる体制をとる

○テレビ、インターネット等による洪水予
報の確認

○ホットライン
○リエゾンの派遣

○ホットラインにより河川事務所長へ助言、
リエゾンを要請する

避難準備情報の対象区域を検討する

（夜間・早朝に避難が必要な場合は、状況
に応じた避難勧告等の発令判断）

○避難準備情報
を発令する

○防災無線、携帯メール等による避難準
備情報の受信

○10分毎の河川水位、防災気象情報等の
監視を強化する

避難準備、避難に支援が必要な人等
は早期に避難を開始

○漏水・浸食情報提供
○水防警報(情報・指示)

○水防団活動状況を把握し必要に応じ河川
事務所へ必要な措置を求める
○ホットラインにより洪水の切迫性について
確認する
○要配慮者施設に洪水予報(はん濫警戒情
報)を伝達する
○職員の派遣等避難所の開設を指示する

-3h
はん濫危険水位到達
○○水位観測所(水位○.
○○ｍ)

洪水予報(はん濫
危険情報)発表

【第四次防災体制】
防災体制をさらに強化する 避難行動

○危険箇所の水位監視
○ＣＣＴＶによる監視強化

○予め定められた防災対応の全職員が体
制に入る

○テレビ、インターネット等による洪水予
報の確認

○ホットライン
○ホットラインにより河川事務所長へ助言を
要請する
避難勧告の対象区域を検討する

○避難勧告又は避難
指示を発令する

○防災無線、携帯メール等による避難勧
告、避難指示の受信

○要配慮者施設に洪水予報(はん濫危険情
報)を伝達する 避難開始

○漏水・浸食情報提供
○水防警報(情報・指示)

○水防団活動状況を把握し必要に応じ河川
事務所へ必要な措置を求める

○災害対策機械等の派遣
○リエゾンを通じ、河川事務所に災害対策
機械等の支援を要請する

堤防天端に水位が到
達又は到達する恐れ
がある場合

洪水予報(はん濫
危険情報)

○要配慮者施設に洪水予報(はん濫危険情
報)を伝達する 避難完了

○ホットライン
○氾濫想定結果等を確認し、避難指示を発
令する

堤防の決壊等による氾
濫が発生した場合

洪水予報(はん濫
発生情報)

○住民に対し、堤防決壊等の状況を周知す
る

0h ○ホットライン
○氾濫想定結果等を確認し、必要に応じ知
事へ災害派遣要請を行う

○被害状況の把握
○今後の氾濫予測

○広域支援・連携の要請

○現地対策本部の設置
○復旧対策の検討

※「避難勧告等の判断伝達マニュアル作成ガイドライン(平成27年8月内閣府(防災担当)」を参考に記載しています。各項目については、各市町村の地域防災計画等に基づき見直しが必要です。
※気象・水象情報に関する発表等のタイミングについては、地域・事象によって異なります。

台風による洪水を対象とした、鬼怒川(小貝川)・○○市(町)の
避難勧告発令等に着目したタイムライン(防災行動計画)の作成イメージ

気象・水象情報 下館河川事務所 ○○市(町) 住民等

避難準
備の発
令

避難勧告・
指示の発
令

下妻市との訓練の様子 （7月21日実施）

下妻市

ホットラインを受けて
避難指示検討

下妻市長へのホットライン

下館河川事務所

①出水時に行うことを事前に整理し、
確認すべき水位を再認識

②トップセミナーの事前の説明会を
踏まえて、出水を想定したホットライ
ン訓練を実施

○対応③
日時：８月２２日２０時２０分
相手：小貝川の水位の状況はどうか。

当方：黒子水位観測所は水防団待機水位を超え、まもなく
氾濫注意水位に到達する見込み。

相手：避難判断水位到達前にホットラインはないか。
当方：こちらからは避難判断水位に到達してから連絡する。

○対応②
日時：８月２２日１９時２５分
相手：小貝川水海道の状況を教えてほしい。

当方：水位は上昇を続けている。上流の観測所も水位が
上昇しているため、今後も水位が上昇し、降雨の状
況にもよるが、水防団待機水位を超える可能性もあ
る。

相手：了解した。
当方：何かあれば連絡してください。

○対応①
日時：８月２２日１８時３０分
相手：黒子水位観測所の予測水位を教えてほしい。

当方：すでに水防団待機水位を超えており、本日２０時
ごろはん濫注意水位に達する見込み。その後の
水位の上昇も続ける。

相手：了解した。
当方：何かあれば連絡してください。

○出水時の緊急の際、市町から水
位の動向等の問合せあり！

○市町の適切な行動へ反映！
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タイムライン策定、ホットライン等により円滑な避難勧告発令へ（川越市・小畔川）

○ 川越市では、避難勧告発令に着目したタイムラインを策定し、予め危険箇所を事務所と市で共同点検。
○ 平成28年８月22日の台風９号による出水時には、氾濫危険水位の設定箇所を監視するとともに、浸水想定区
域図を提供しながら事務所長から市長へのホットラインによる情報伝達を実施。

○ 川越市による避難勧告が発令、住民１９人が一時避難。
○ 水防災再構築ビジョンの取り組みとして、減災対策協議会において取組方針等の議論を深めていたことにより、
円滑な避難勧告の発令・避難行動に繋がった。

×：危険水位設定箇所

出水時は危険水位の設定箇所を
簡易水位計およびＣＣＴＶカメラで
監視。

浸水想定区域図を提供

14：14
事務所長より川越市長へホットライン。
避難判断水位を超過し氾濫危険水位に
到達のおそれがある旨を伝達。
併せて、市担当者へ浸水想定区域図を
提供し、浸水の恐れのある範囲を説明。

川越市タイムライン

避難勧告発令に着
目し、河川の水位
に基づいて、関係
者がとるべき行動を、
予めタイムライン形
式に整理。

荒川上流河川事務所 住民等川越市気象・水象情報

水防団待機水位到達
各水位観測所参照

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位到達
各水位観測所参照

監視体制

避難判断水位到達
各水位観測所参照

洪水予報（氾濫注意情報）

洪水予報（氾濫警戒情報）

氾濫危険水位到達
各水位観測所参照

洪水予報（氾濫危険情報）

水防警報（出動）

○水防団待機

警戒体制第一配備

警戒体制第二配備

非常体制第一配備

○ホットライン

避難勧告（地区指
定）

避難準備情報（地区指
定）

○１時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○１０分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○避難所の選定と開設を検討

避難指示（地区指
定）

避難完了

要配慮者避難開始

○大雨警報・洪水警報発表

○台風に関する気象庁記者会見
（以後随時）

氾濫発生

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場合は、避難準備情報の発
令の検討

○ホットライン 助言の要請（河川事務所）

○施設（ダム・水門・排水機場等）の点検・操作確認

避難開始

○首長若しくは代理者の登庁

○リエゾンの派遣

○休校の判断、体制の確認等

○水防警報（指示）

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○要配慮者施設に洪水予報伝達

○災害対策機械の派遣要請

○台風情報
‐72h
（3日前）

‐48h
（2日前）

‐24h
（1日前）

‐18h

‐12h

‐0h

○大雨特別警報発表

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエゾン体制の確認
○協力機関の体制確認

○出水時点検（巡視）

‐3h

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○防災無線、携帯メール、Ｌアラート
等による避難準備情報の受信

○避難の準備（要配慮者以外）

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川の状況を確認

○監視カメラによる監視強化

○ダム事前放流の指示・確認

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作
○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）

○漏水・侵食情報提供

○ヘリコプター等による被害状況の把握
○ＴＥＣ―ＦＯＲＣＥの活動
○被害状況・調査結果等の公表

○各所属にて準備体制

○自衛隊の派遣要請

○ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

○防災グッズの準備
○自宅保全

○台風に関する埼玉県気象情報（随時）

○大雨注意報・洪水注意報発表

○ホットライン（熊谷気象台）

危険回避行動

○漏水・侵食情報提供

‐6h

○防災無線、携帯メール、Ｌアラート
等による避難指示・避難勧告の受信

○ホットライン 助言の要請（熊谷気象台）

非常体制第二配備

○堤防決壊等の市民周知

○堤防決壊情報提供 ○堤防決壊情報提供

○要配慮者施設に洪水予報伝達

○要配慮者施設洪水予報伝達

○要配慮者施設に洪水予報伝達

レ
ベ
ル
１

○防災危機管理室、建設部、上下水道局による体制
○災害対応部長会議開催

レ
ベ
ル
２
（
注
意
）

○出水時点検（巡視）

○ホットライン 助言の要請（熊谷気象台）
○リエゾンの派遣要請の検討

レ
ベ
ル
３
（
警
戒
）

○荒川上流河川事務所から本部班に受電

○熊谷気象台から本部班に受電

レ
ベ
ル
４
（
危
険
）

○災害対策本部の設置

○ホットライン（熊谷気象台） ○熊谷気象台から本部班に受電

○大雨特別警報に関する気象
庁記者会見
○緊急速報メールの配信 ○ホットライン ○荒川上流河川事務所から本部班に受電
※台風の上陸

レ
ベ
ル
５

●Ｊ－ＡＬＥＲＴ自動起動

○大雨特別警報の市民周知

○水防団の退避

堤防天端水位到達の恐れ

○堤防決壊等の市民周知

○支援要請

洪水予報（氾濫危険情報）

最終的な危険回避行動

○浸水想定区域、土砂災害警戒区域の把握

※ホットラインによる助言の要請はタイムラインに示されたタイミングだけではありません。

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報）

気
象
・水
象
情
報

事
務
所
の
役
割

川
越
市
の
役
割

住
民
の
行
動
等

出水期に向けて、小
畔川の危険水位の
設定箇所を、川越市
と荒川上流河川事
務所で共同点検。

共同点検の様子

監視箇所の画像

15：00 川越市により小畔川の沿川の地区※に避難勧告を発
令。住民１９人が近隣の避難所へ避難。 ※対象人数：約86,000人

平成28年８月22日の
台風９号による出水時は、
小畔川が避難判断水位を
超過し、一時、氾濫危険
水位に迫る水位となった。

小畔川・八幡橋地点の水位

避難判断水位

氾濫危険水位

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

8/22 6:00 8/22 12:00 8/22 18:00 8/23 0:00

8月22日14:14
ホットライン（事務所）

8月22日15:00
避難勧告発令（川越市）
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事前の訓練と準備により迅速な排水活動を実施（桶川市・江川）

○ 荒川上流河川事務所と桶川市は、荒川支川の江川における排水活動の円滑化に係る覚書を締結（平成17年）
○ 毎年、出水期に向けて事務所、県土整備事務所、上尾市、桶川市の関係者が参加して、排水ポンプ車による
現地での排水訓練を実施（平成17年から毎年実施。今年度は７月７日に実施）

○ 平成28年８月22日台風９号による出水時には、桶川市の要請に基づき、迅速な排水作業を実施
○水防災再構築ビジョンの取り組みとして、減災対策協議会において取組方針等の議論を深めていたことにより、
迅速な排水活動の実施することができた。

道路下配管及び側帯

覚書に基づいて、
排水活動を円滑
に行うための施
設（道路下配管
及び側帯）を整
備。

出水期に向けて、関係者が参加した排水訓練を現地で実施。

訓練状況（H28.7.7）

台風９号による出水時には、
桶川市の要請に基づき、迅速
な排水活動を実施。

8月22日
14:00
排水ポンプ車を車両保管場所
から待機場所へ前進配備

20:50
桶川市より排水ポンプ車派遣
の要請

22:20
事務所より排水ポンプ車と照
明車を現地に派遣

23:40
現地にて排水活動を開始。

8月23日 8:30までに、合計 約
１万m3の排水を実施。 排水活動状況

75



中部地方整備局排水訓練の実施（排水ポンプ車の出動）

狩野川流域では近年頻発する大規模な風水害に備え、緊急時の被害軽減を目的に、建設業協会会員、事
務所管内の自治体職員、事務所職員が合同で参加する「排水訓練」を春期、秋期の計２回実施しました。

定期的な訓練の実施により、平成２８年８月の台風９号による三島市、函南町の内水被害発生時には、迅速
に排水ポンプ車を派遣し、排水作業を行うことができました。

災害対策車両合同操作訓練（平成２８年度）

災害時の対応（平成２８年８月２２日 台風９号）

○ 【春期】災害対策車両合同操作訓練 平成２８年５月２０日～２１日
・照明車の操作及び排水ポンプ車による実排水訓練を実施し、総勢約２７５人
が参加しました。

○ 【秋期】災害対策車両合同操作訓練 平成２８年９月１４日～１５日
・照明車の操作及び排水ポンプ車による実排水訓練を実施し、総勢約１０４人
が参加しました。

○ 平成２３年度より、合同操作訓練を継続して実施することで、事務所管内に
は
災害対策車両を操作することができる建設業者・自治体職員・消防団が増え
ています。

○狩野川の支川大
場川、来光川の
水位上昇に伴い、
用水路が排水不
良となり、発生し
た内水排除のた
め、三島市、函南
町それぞれに排
水ポンプ車を派遣
し、排水作業を実
施しました。

三島市御園地区での排水作業
～建設業者による対応～

排水ポンプ車受け渡しの様子

排水ポンプ車の設置・排水訓練
の様子

函南町新田地区での排水作業
～役場職員・消防団による対応～

大場川

柿沢川

沼津河川国道事務所８５
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【機密性２】
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【機密性２】
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